
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 亀田医療大学 

設置者名 学校法人 鉄蕉館 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
  35 35 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
刊行物 シラバス 2020（学生配布） 

大学ＨＰ（シラバス 2020） 

（http://www.kameda.ac.jp/department/syllabus/index.html） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 亀田医療大学 

設置者名 学校法人 鉄蕉館 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ＨＰ（大学情報公開：11. 前項目のほか教育上の目的に応じ、公開が必要とされる事

項） 

（http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 医療法人 理事長 
2017.4.1 ～

2021.3.31 

経営計画の策定お

よび組織運営体制

に対する提言 

非常勤 宗教法人 代表役員 
2017.4.1 ～

2021.3.31 

経営計画の策定お

よび組織運営体制

に対する提言 

非常勤 
株式会社 取締役相談

役 
2017.4.1 ～

2021.3.31 

経営計画の策定お

よび組織運営体制

に対する提言 

非常勤 株式会社 代表取締役 
2017.4.1 ～

2021.3.31 

経営計画の策定お

よび組織運営体制

に対する提言 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 亀田医療大学 

設置者名 学校法人 鉄蕉館 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画書（シラバス）の作成過程 

 教務・カリキュラム委員長は次年度の各担当教員にシラバスの作成依頼をする。科

目担当教員は本学の記載方法に沿って Webにてシラバス内容を入稿する。入稿され

たシラバス内容について、本学のカリキュラム方針に基づき、記載内容が適正であ

るかという観点や、授業方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準等のシラ

バス内容を第三者の教員（自分の担当科目は除く）により確認が行なわれ、改善等

の意見がある場合は指摘をする。指摘されたシラバスの内容については、教務・カ

リキュラム委員長により修正等、調整が行われる。 

 

・授業計画書の作成・公表時期 

 第三者の教員、教務・カリキュラム委員長の確認取れ次第、シラバスの冊子を作成

する。冊子については、４月の学生ガイダンスにて学生に配布する。また、４月にホ

ームページにてシラバスを公表する。2020年度は新型コロナウィルスの感染症の影響

により、シラバスは学生に郵送をした。 

授業計画書の公表方法 
大学ＨＰ（シラバス 2020） 

（http://www.kameda.ac.jp/department/syllabus/index.htm

l） 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・成績評価は、シラバスに記載された評価方法・評価基準に則り、各担当教員が評価

をする。各科目の担当教員が評価した結果は、教務・カリキュラム委員会、教授会に

て審議され、学長が教授会で意見を聴き単位を認定する。 

 

評価 Ｓ  評点 90～100点  合格 

評価 Ａ    評点 80～89点   合格 

評価  Ｂ   評点  70～79点   合格 

評価 Ｃ  評点 60～69点   合格 

    評価 Ｄ  評点 59点以下   不合格 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・ＧＰＡの客観的な指標の具体的な内容 

 評価、評点を基にＧＰを定め、履修した授業科目の単位数を乗じた値を総計し、そ

の値を履修した総単位数で除して算出する平均値をＧＰＡとする。不合格（ＧＰ＝

０）の判定を得た場合、受験資格なしの場合及び本試験欠席の場合は、当該ＧＰ及

びその学修に費やした単位数はＧＰＡ算定対象に含むものとする。また、ゼミナー

ル科目、編入学又は転入学した際の単位認定科目、本学入学前に修得し、本学にて

単位認定された科目、他大学と単位互換等で修得した科目はＧＰＡの算定対象から

除外する。ＧＰＡの計算式は（１）学期ＧＰＡ＝（当該学期の履修登録のＧＰ×当

該科目の単位数）の総和／当該学期の履修総単位数（２）累積ＧＰＡ＝（在学全期

間の履修登録ＧＰ×当該科目の単位数）の総和／在学全期間の履修総単位数となっ

ている。（亀田医療大学ＧＰＡ制度取扱要項から一部抜粋） 

 

・客観的な指標の適切な実施状況 

 学生は、Ｗｅｂ教務システムにおいて個人毎に半期毎のＧＰＡを確認することがで

きる。また、全学生のＧＰＡについては、半期毎に取りまとめられ、教務・カリキ

ュラム委員会、学科会議を通して全教員に周知される。なお、学期のＧＰＡが 2.0

未満の学生はチューターにより、学習強化の指導を行っている。また、学期のＧＰ

Ａが 2.0未満の学生に対し、チューターと学年主任が指導と警告を行う。指導と教

育を行っても学習意欲が認められないと判断した場合、教授会の議を経て学長より

退学を勧告することができる。 

 

・客観的な指標の算出方法の公表 

 学生便覧に「亀田医療大学ＧＰＡ制度取扱要項」を記載している。また、ホームペ

ージにて「亀田医療大学ＧＰＡ制度取扱要項」を広く一般に公表している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

刊行物 学生便覧 2020（学生配布） 

大学ＨＰ（大学情報公開：10.規則等：亀田医療大学ＧＰＡ取

扱要項） 

（ http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.

html） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html
http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html


  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・卒業の認定に関する方針の具体的な内容 

 

【ディプロマ・ポリシー】2020年度入学生 

本学では、所定の年限を在学し、看護学部看護学科が定める基礎教養分野及び、専門

分野に関する全科目に合格し、所定の単位を修得した以下の要件を満たす人に学士

（看護学）の学位を授与している。 

1.人間への深い理解と高い倫理観を基に、援助的な人間関係を築き、対象の主体性を 

尊重した看護を実践できる。  

2.対象がもっている潜在的な力を最大限に引き出し、健康レベルの向上と成長・成熟

を促すことができる。さらに対象が置かれている地域環境（文化･社会・風土）に応

じたケアを提供できる。  

3.看護専門職に相応しい的確な判断力に基づいて行動できると共に、生涯にわたって 

自律的に学ぶ姿勢を持つことができる。  

4.あらゆる場面において、対象の健康課題について科学的根拠に基づく知識・技術・ 

態度をもって看護を実践できる。  

5.さまざまな健康課題について、保健医療福祉チームの一員として、看護職の役割と 

責任を果たすことができる。  

6.国際社会の一員であるという自覚と、意欲を持って行動することができる。 

・卒業の認定に関する方針の適切な実施状況 

  卒業の認定について、４年以上在学し、127単位の単位を修得した者については、

教授会の意見を参考にして学長が卒業を認定する。 

 

【ディプロマ・ポリシー】2017年度～2019年度入学生 

本学では、所定の年限を在学し、看護学部看護学科が定めるリベラル・エデュケーシ

ョン及び、専門分野に関する全科目に合格し、所定の単位を修得した以下の要件を満

たす人に学士（看護学）の学位を授与します。  

1.人間への深い理解と高い倫理観を基に、援助的な人間関係を築き、対象の主体性を

尊重した看護を実践できる。  

2.対象がもっている潜在的な力を最大限に引き出し、健康レベルの向上と成長・成熟

を促すことができる。さらに対象が置かれている地域環境（文化･社会・風土）に応じ

たケアを提供できる。  

3.看護専門職に相応しい的確な判断力に基づいて行動できると共に、生涯にわたって

自律的に学ぶ姿勢を持つことができる。  

4.あらゆる場面において、対象の健康課題について科学的根拠に基づく知識・技術・

態度をもって看護を実践できる。  

5.さまざまな健康課題について、保健医療福祉チームの一員として、看護職の役割と

責任を果たすことができる。  

6.国際社会の一員であるという自覚と、意欲を持って行動することができる。 



  

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

刊行物 大学案内 2021（一般配布） 

    学生便覧 2020（学生配布） 

    シラバス 2020（学生配布） 

大学ＨＰ（３つのポリシー）

（http://www.kameda.ac.jp/university/3policies/index

.html#poli01） 

（大学情報公開：10.規則等：学則） 
（http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.h

tml） 
 

  

http://www.kameda.ac.jp/university/3policies/index.html#poli01
http://www.kameda.ac.jp/university/3policies/index.html#poli01
http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html
http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 亀田医療大学 

設置者名 学校法人 鉄蕉館 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
大学 HP 

（http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html 

収支計算書又は損益計算書 
大学 HP 

（http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html 

財産目録 
大学 HP 

（http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html 

事業報告書 
大学 HP 

（http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html 

監事による監査報告（書） 
大学 HP 

（http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：学校法人鉄蕉館中期計画 対象年度：平成 28 年～令和 2 年） 

公表方法：大学 HP（大学情報公開：中期計画）

（http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html） 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：大学ＨＰ（大学情報公開：13.自己点検評価書） 

（http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：大学ＨＰ（大学情報公開：12.大学機関別認証評価） 

（http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html） 

 

  

http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html
http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html
http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html
http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html
http://www.kameda.ac.jp/corporate/report/index.html
http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html
http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 看護学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学ＨＰ（大学案内）

（http://www.kameda.ac.jp/university/index.html）） 

（概要） 

教育基本法及び学校教育基本法に則り、保健医療福祉分野における学術の中心として

広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的

能力を展開できる専門職者の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ＨＰ（3つのポリシー）

（http://www.kameda.ac.jp/university/3policies/index.html#poli01）                      

（概要） 

【ディプロマ・ポリシー】2020 年度入学生 

本学では、所定の年限を在学し、看護学部看護学科が定める基礎教養分野及び、専門分野

に関する全科目に合格し、所定の単位を修得した以下の要件を満たす人に学士（看護学）

の学位を授与している。  

1.人間への深い理解と高い倫理観を基に、援助的な人間関係を築き、対象の主体性を尊重

した看護を実践できる。  

2.対象がもっている潜在的な力を最大限に引き出し、健康レベルの向上と成長・成熟を促

すことができる。さらに対象が置かれている地域環境（文化･社会・風土）に応じたケアを

提供できる。  

3.看護専門職に相応しい的確な判断力に基づいて行動できると共に、生涯にわたって自律

的に学ぶ姿勢を持つことができる。  

4.あらゆる場面において、対象の健康課題について科学的根拠に基づく知識・技術・態度

をもって看護を実践できる。  

5.さまざまな健康課題について、保健医療福祉チームの一員として、看護職の役割と責任

を果たすことができる。  

6.国際社会の一員であるという自覚と、意欲を持って行動することができる。 

 

【ディプロマ・ポリシー】2017 年度～2019 年度入学生 

本学では、所定の年限を在学し、看護学部看護学科が定めるリベラル・エデュケーシ

ョン及び、専門分野に関する全科目に合格し、所定の単位を修得した以下の要件を満

たす人に学士（看護学）の学位を授与します。  

1.人間への深い理解と高い倫理観を基に、援助的な人間関係を築き、対象の主体性を

尊重した看護を実践できる。  

2.対象がもっている潜在的な力を最大限に引き出し、健康レベルの向上と成長・成熟

を促すことができる。さらに対象が置かれている地域環境（文化･社会・風土）に応じ

たケアを提供できる。  

3.看護専門職に相応しい的確な判断力に基づいて行動できると共に、生涯にわたって

自律的に学ぶ姿勢を持つことができる。  

4.あらゆる場面において、対象の健康課題について科学的根拠に基づく知識・技術・

態度をもって看護を実践できる。  

5.さまざまな健康課題について、保健医療福祉チームの一員として、看護職の役割と

責任を果たすことができる。  

6.国際社会の一員であるという自覚と、意欲を持って行動することができる。 

 

http://www.kameda.ac.jp/university/index.html


  

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ＨＰ（3つのポリシー）

（http://www.kameda.ac.jp/university/3policies/index.html#poli01）           

（概要） 

【カリキュラム・ポリシー】2020 年度入学生 

本学では、「HEART」の理念に基づき教養豊かな社会人・医療人としての看護師を育てるカ

リキュラムを実施します。各科目の編成は、あらゆる対象に向けた包括的看護実践能力を

育むために、ディプロマ・ポリシーで示す目標の達成を目指し基礎教養分野、専門基礎分

野、看護専門分野で構成しています。  

 

1.看護職として課題探求能力や幅広い一般教養を兼ね備えた人材を育成するために、1 年

次には基礎教養分野での科目を多く配置し、汎用的技能や態度・指向性を高めるためのゼ

ミナール学習を含んだ科目を配置しています。  

2.看護職として必要な人体にかかわる知識を土台に、思考･判断を深められるように、専門

基礎分野を配置しています。  

3.看護における専門的知識・技術を習得するため、看護専門分野を設定し、対象の健康レ

ベルや生活の場に合わせた看護を段階的に学べるよう科目を配置しています。また、保健

医療福祉チームの一員として看護の役割を果たすために、チーム医療、地域包括ケアに関

する実践力を強化できるよう、4 年次の看護の統合と実践臨地実習（チーム医療、地域包括

ケアシステム）を配置しています。  

4.1 年次からの外国語及び、他の関連科目を連動する内容で編成し、4 年次には海外研修と

して学生の選択による研修国で、文化的背景の異なる多様な人々との交流や支援システム

の見学を通して、国際的視野をもてるよう、科目を配置しています。また、根拠に基づい

た看護実践能力の強化を図り、研究的な能力を培うための看護研究、研究ゼミを配置して

います。 

 

【カリキュラム・ポリシー】2017 年度～2019 年度入学生 

本学では、「HEART」の理念に基づき、教養豊かな社会人・医療人としての看護師を育てる

カリキュラムを実施します。各科目の編成は、幅広い教養に基づく優れた看護実践能力と

して、国際的視野をもち、地域への貢献を柱に、ディプロマ・ポリシーで示す目標を達成

するため、以下のような方針で実施します。  

 

1.看護職として課題探求能力や創造性の高い一般教養を兼ね備えた人材を育成するため、

1 年次には基礎教養分野での科目を多く配置し、特に、汎用的技能や態度・志向性を高める

ためのゼミナール学習を主とした科目を配置しています。  

2.看護職として必要な人体に関わる知識の認知能力を土台に、思考･判断を深めるように、

生命科学領域と看護専門分野において、理論と演習が連動する配置にしています。  

3.2・3 年次の履修では、看護における専門的知識・技術を修得するため、看護専門分野Ⅰ、

看護専門分野Ⅱを設定し、対象の健康レベルや生活の場に合わせた看護を段階的に学べる

ように科目を配置しています。  

4.看護の実践と統合として、3 年次には、研究的な能力を培うための看護研究及び、4 年次

の研究ゼミを中心に、EBM に基づいた実践能力の強化を図ります。それと同時に、個人の関

心や希望に沿って看護分野を選択できる「看護専門分野選択科目」の実習を行い、個別的

な強みや得意分野を強化できるように実践能力を高めます。  

5.国際社会の一員としての学びでは、1 年次からの外国語及び、他の関連科目を連動する

内容で編成し、3 年次には海外研修として学生の選択による研修国で、文化背景の異なる

多様な人々との交流や支援システムの見学を行います。 

 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ＨＰ（3つのポリシー）

（http://www.kameda.ac.jp/university/3policies/index.html#poli01）                   



  

（概要） 

【アドミッション・ポリシー】 

本学では、多様な専門職との協働により、看護の対象となる人々に包括的な看護実践を提

供する能力を有する人材を育成します。そのため、入学生には次のような資質を求めます。

従って、基礎的な学力と対人関係を重視した選抜を行います。  

 

1.人間の尊厳を守り、人々の多様性を理解できる人  

2.相手を思いやり、豊かな人間関係を築ける人  

3.物事への関心と科学的な探究心を持てる人  

4.看護に深い関心を寄せ、主体的に能力を身につけられる人 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大学ＨＰ（大学情報公開：2.教育研究上の組織）

（http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html） 

 

  

http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1・2 人 － 3 人 

看護学部 － 9 人 4 人 9 人 9 人 3 人 34 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 87 人 87 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：大学ＨＰ（専任教員と領域）

（http://www.kameda.ac.jp/department/staff/index.html） 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

新型コロナウィルスの影響により開催未定 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

看護学部 80 人 81 人 101.3％ 320 人 312 人 97.5％ 0 人 0 人 

合計 80 人 81 人 101.3％ 320 人 312 人 97.5％ 0 人 0 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

看護学部 
70 人 

（100％） 

3 人 

（4.3％） 

66 人 

（94.3％） 

1 人 

（1.4％） 

合計 
70 人 

（100％） 

3 人 

（4.3％） 

66 人 

（94.3％） 

1 人 

（1.4％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

 病院、大学院 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

看護学部 
80 人 

（100％） 

65 人 

（81.3％） 

5 人 

（6.3％） 

10 人 

（12.5％） 

0 人 

（0％） 

合計 
人 

（100％） 

65 人 

（81.3％） 

5 人 

（6.3％） 

10 人 

（12.5％） 

0 人 

（0％） 

（備考）留年者については、単位未修得の学生となっている。中途退学者については、学習意欲の喪失、

進路変更等となっている。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
教務・カリキュラム委員長は次年度の各担当教員にシラバスの作成依頼をする。科目担当教員

は本学の記載方法に沿って Web にてシラバス内容を入稿する。入稿されたシラバス内容につ

いて、本学のカリキュラム方針に基づき、記載内容が適正であるかという観点や、授業方法及

び内容、到達目標、成績評価の方法や基準等のシラバス内容を第三者の教員（自分の担当科目

は除く）により確認が行なわれ、改善等の意見がある場合は指摘をする。指摘されたシラバス

の内容については、教務・カリキュラム委員長により修正等の調整が行われる。 

第三者の教員、教務・カリキュラム委員長の確認取れ次第、シラバスの冊子を作成する。冊子

については、４月の学生ガイダンスにて学生に配布する。また、４月にホームページにてシラ

バスを公表する。なお、今年度は新型コロナウィルスの影響でシラバスは学生に郵送した。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 卒業の認定について、４年以上在学し、127 単位の単位を修得した者については、教授会の

意見を参考にして学長が卒業を認定する。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

看護学部 看護学科 127 単位 有・無 

1 年 42 単位 

2 年 41 単位 

3 年 41 単位 

4 年 19 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：大学ＨＰ（大学情報公開：10.規則等：亀田医療大学Ｇ

ＰＡ取扱要項） 

（http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html） 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：大学ＨＰ（大学情報公開：11. 前項目のほか教育上の目

的に応じ、公開が必要とされる事項：学生の満足度・実態調査）

（http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html） 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学ＨＰ（キャンパス紹介） 

（http://www.kameda.ac.jp/floor/campus/index.html） 

 

  

http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html
http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html
http://www.kameda.ac.jp/floor/campus/index.html


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

看護学部 看護学科 1,000,000 円 300,000 円 500,000 円 
実験実習費（200,000 円）及び

施設設備費（300,000 円） 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

・チューター制 

学生が豊かな大学生活が送れるよう、一人ひとりの学生に対して教員がきめ細かな関わりを

持ちながら支援を行うチューター制度を設けている。学年チューター制を設け、1 人のチュ

ーターが担当する学年の学生（数名ずつ）を受け持つ。チューターは、小・中・高等学校の

担任の先生と同じような存在で、原則年度初めに個別に面談を行い、学習面や健康面などの

学生生活に関するアドバイスや、科目履修及び課外活動の状況について把握し、国家試験の

支援や進路選択の支援なども行う。 

・オフィスアワー 

学生の質問や相談に応じるために、教員が必ず研究室にいる時間帯（オフィスアワー）を設

けている。学業や学校生活全般に関する質問や相談、あるいは個人指導を受けるために設定

された時間。広く学生に開かれた時間ですので学生であればだれでも利用することができ

る。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

・チューター制 

学生が豊かな大学生活が送れるよう、一人ひとりの学生に対して教員がきめ細かな関わりを

持ちながら支援を行うチューター制度を設けている。学年チューター制を設け、1 人のチュ

ーターが担当する学年の学生（数名ずつ）を受け持つ。チューターは、小・中・高等学校の

担任の先生と同じような存在で、原則年度初めに個別に面談を行い、学習面や健康面などの

学生生活に関するアドバイスや、科目履修及び課外活動の状況について把握し、国家試験の

支援や進路選択の支援なども行う。 

・オフィスアワー 

学生の質問や相談に応じるために、教員が必ず研究室にいる時間帯（オフィスアワー）を設

けている。学業や学校生活全般に関する質問や相談、あるいは個人指導を受けるために設定

された時間。広く学生に開かれた時間ですので学生であればだれでも利用することができ

る。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

・保健室 

保健室では、学生が健康を維持・増進し、充実した大学生活が送れるように、健康診断、健

康相談、応急処置などを行っている。 

・ハラスメント相談 

学生が相手（学生・教員・その他大学関係者）の行為によって嫌と感じたり、不愉快と感じ

た場合には、人権委員会のハラスメント相談員に相談することが可能。 

 

 

 



  

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：大学ＨＰ（大学情報公開） 

（http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html） 

 

  

http://www.kameda.ac.jp/university/disclosure/index.html


  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請の場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 亀田医療大学 

設置者名 学校法人 鉄蕉館 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
－人 －人 － 

内 

訳 

第Ⅰ区分 －人 －人  

第Ⅱ区分 －人 －人  

第Ⅲ区分 －人 －人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  － 

合計（年間）   －人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 －人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 



  

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
－人 －人 －人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

－人 －人 －人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
－人 －人 －人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
－ －人 －人 

計 －人 －人 － 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 －人 前半期 －人 後半期 － 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 －人 

３月以上の停学 －人 

年間計 －人 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 －人 

訓告 －人 

年間計 －人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

－人 － －人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ －人 －人 －人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
－人 －人 －人 

計 －人 －人 －人 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 


